
842 二次元谷の平均アルベードについて

　　D・一Dv（・一走（i一去））

　j面からみた高度角hj（ψ）は，谷の対称性から下式

が成り立っ．

　　hj（ψ）ニhi（ψ十π）

　〈b）空のview魚cto「

　i面の天空光等方成分，非等方成分に対する空のview

鉛ctor：Vis。i，V、、is。iは下式から求められる．

　　　　　　　2π　　π／2
　　V㎞一｝∫dψ・∫c・sθ・・c・shdh

　　　　　　　O　　h（φ）

　　　　　　　　　　　π／2
　　　　　　　　2π

隔一岩∫dψ・∫cos謡shdh
　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　h（φ）

なお，谷の対称性から

　　Visoi＝Vi80J

　　VanisoiニVanisoi

である．

　（c）対岸各斜面のview　factor

　谷の方向には無関係に求まるのでψv＝0とする．

Wij一舞（i＋j一・）

　　Dij一必（j－i）

　　　　3
ベクトルABとi面・j面の法線ベクトルのなす角をそ

れぞれθij，θjiとすれば面j上の面dAが面i上のBに

対して占めるviewfactordVAは

　　　　　　　dA　　dVA－　　　　　　cosθij・cosθji
　　　　　π・IABl2

　　　　一｝（（舞）2＋（鳥）り兇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　COS2ζ
　　　　×（Wij2●sin2hv－Dij2●cos2hv）4Dij2＋Wij23『

よって，j面がi面に対して占めるview　factor　Vjiは

　　Vji＝∫dVA

　　　一去（（舞）2＋（舞）2）囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　×（Wij2●sin2hv－D｛j2●cos2hv）4Dij2＋Wi」23

と表される．これは対称性からVjiニVijである．なお・

実際の計算では正確のために，各面をさらに約10等分し

て計算し，それらを足し合わせてV」i，Vijとした．
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